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北海道富良野緑峰高等学校 進路指導通信 

進 路 だ よ り 
文責:小野光宏 

 

～新学期スタート～ 

 いよいよ新学期がスタートしました。新年度というのは気持ちもリフ

レッシュされ、生徒の皆さんだけに限らず、我々教職員も非常にやる気

に満ちあふれた時期でもあります。この４月というスタートを上手く決

められれば、この１年が充実した年になることでしょう。 

 

★３年生の皆さんへ★ 

 いよいよ勝負の進路決定の学年がスタートしました。三者面談も終了し、それぞれの目標に

向かって準備をしていきましょう。 

１ 自己分析は出来ていますか！ 

  求人票は数多くあります。しかし、その中から自分に合った仕事というのはほんのわずかしかあ

りません。闇雲に探すのではなく、自己分析をして、徐々に絞っていくことが大事です。 

 ①自分の強みは？ ･･････長所やコミュニケーション能力、資格など他人より自信のある事 

②自分の弱みは？ ･･････短所や他人と比べて自信のない事 

③どんな仕事をしたいのか？ したくない仕事は？ 

･･････その仕事は自分の強みを生かせる仕事か？  

また苦手な分野を知ることも必要です。 

 ④将来のビジョン ･･････5 年後、10 年後の自分をイメージすることも大切です。 

             結婚しても続けられる、転勤も問わない、支店長を目指すなど 

 ⑤周りの状況   ･･････家族の状況なども踏まえた勤務地など 

２ 職種について考える！ 

  自己分析が出来て、ある程度方向性が見えてきたら、それを踏まえて今度は職種について考

えてみましょう。自分に合った仕事、やってみたい仕事が少しずつ見えてくるはずです。 

  ①人と多く係わる仕事がしたい！ ･･････販売、接客などの職業 

  ②直接感謝をされる仕事がしたい！･･････介護、支援などの職業 

  ③もの作りの仕事がしたい！   ･･････生産、整備、製造、建設、建築などの職業 

３ 企業研究･企業見学をしよう！ 

  同じような職種でも、男性中心の会社、女性中心の会社など会社によって雰囲気も違います。 

  ①まずは、企業説明会やホームページなどで会社について概要を知る。 

  ②企業見学をし、会社の実際の業務や雰囲気を知る。 

  ③本校の卒業生がいる場合は直接、話しを聞くことが出来れば更に良い。 

  ④求人票の確認をする。 

４ 志望企業決定！（8 月上旬校内選考） ⇒⇒⇒ 9/16～の採用試験に向けて準備 



～今後の進路行事～ 

４月２２日（月） ３年生校内進路ガイダンス（5時間目⇒全体、6 時間目⇒分野別職業講話） 

  ２５日（木） 旭川市合同企業説明会（３年生のみ対象） 

５月 ７日（火） 進学相談会（旭川） ※５～６校時特別欠席扱い 

 

★２年生の皆さんへ★ 

 2 年生の進路目標は「調べる」ことに重点を置き、職業や上級学校につい

ての理解を深めていくことです。そして、比較検討をしながら自分に合った

進路選択をしていくことです。 

 

「就職先」「進学先」を決めるのは「結婚相手を決めるようなもの」です。 

結婚相手を決めるというのは軽い気持ちでは出来ないでしょう。相手の良い面、悪い面も知った

上で自分に合っているかどうかを見極めることが重要です。そういった意味でも、この１年をか

けてじっくりと自分に合った進路先を見つけて欲しいと思います。 

 

「高校生らしい気持ちの良い挨拶を心がけましょう！」 

これからは進路関係などで多くのお客様が学校を訪れます。 

B A D ＝ ３年生フロアで大声を出して騒がない！ 

      座って挨拶をしない！（逆効果です） 

挨拶をしないでスルーは最悪です。 

G O O D ＝ 気持ちの良い爽やかな挨拶をしよう！ 

立ち止まっての挨拶は最高！ 

         素敵な笑顔で元気よく挨拶しましょう。 

 

～保護者の皆様へ～ 

 今年度も毎月 1 回「進路だより」などを通して、多くの情報提供をしていきたいと考えており

ます。また、本校のホームページにも掲載されております。 

「知らないことは最大の損」です。知っていることで選択の幅も広がります。 

 保護者参加型の進路行事もありますので、お子様と一緒に進路について興味関心を持っていた

だきたいと思います。 

   

おわりに・・・・ 

 近年の就職状況は AI などの普及もあってか、徐々に変わってきております。特に大企業では

採用人数を絞っている傾向にあります。本校でも指定枠の数が減ったり、複数名合格していた企

業から採用が１名であったり、人気金融機関の高卒求人がなくなったりという現象が起こってい

ます。一方で介護サービス系、建設･建築業、ホテル旅館業などは人手不足が

深刻で求人数は多い状況にあります。進学に関しては、国公立大学を除けば、

私立大学･私立短大･専門学校など入学するハードルは低くなっているような

状況です。そのため、最近は授業料免除などの奨学特待生受験にチャレンジ

する生徒も増えています。高校生で自分の将来について真剣に考え、進路選

択をしていくというのは難しいものです。保護者の皆様方におかれましても、

遠慮なく本校の教職員を活用して頂き、共に生徒の進路希望の実現を図って

いきたいと考えております。今年、１年よろしくお願い致します。 

富良野緑峰高等学校 進路指導部長 小野光宏  


